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1 昭和 59年 9月 13自(金曜日)午前 10時

1 館山市役所議場

1 出席議員 2 7名

1番 神田 守隆 2番 田沢 勝信

3番 山中金治郎 4番 日下 君敏

5番 川名 正二 6番 生稲 陸

7番 榎本 春光 8番 小宮 利夫

9番 福原 勤 1 0番 横溝 功

1 1番 飯田 義男 1 2番 石井 謀

1 3番 石井 昌治 1 4番 伊藤幸太郎. 
1 5番 渡辺 昭夫 1 6番 松下 正己

1 7番 近藤 好雄 1 9番 黒JI( 平治

2 0番 石井 武敏 2 1番 吉田勇治郎

2 2番 林 聾 2 3番 伊賀 多朗

2 4番 涜山源次郎 2 5番 五十嵐 昇

2 6番 石井 正 2 7番 安西 益男

2 8番 安海 纏顕

1 欠席議員 なし

1 出席説明員

市 長 半揮 良一 助 役 小倉 澄男

収 入 役 山田 俊康 市長公室長 斉藤 武男

総務 部長 川畑喜代志 民生 部長 鈴木 力

‘ 繭」却抗議混 伊東 衛 農水産課長 申山 和夫，. 

建設 課長 錦織 茂 都鵡樟覇脹 安西 良一

都市開発室長 佐藤 勇 鳩u庇概人 張替 栄

水道 課長 石井 敏夫 教育委員会委員長 山口 武重

教育霊長会教育長 安田 豊作 ヂ管理委員会 宮津 茂

議 官 事 室 主 庄 司

員長

利光 監査 委員 鈴木 重司

監査事務局長 岩城 昭 農業委員会会長 斉藤 明

農業委員会庄司
事務局長 徹

1 出席事務局臓員
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事事局長高尾 豊

書 記兵藤恭一

書 記土橋康彦

議事日程(第 1号}

昭和 59年 9用 13日午前 10時開議

日程第 1 会議録署名議員の指名

日程第 2 会期の決定

日程第 3 会議日程の決定

議案第 54号 非常勤の特別職の職員lと係る報酬及び費用弁

償lζ 関する条例の一部を改正する条例の制定

雄

哲

和

吉

成

谷

木

井

熊

鈴

熊

事務局長補佐

書記

書記

1 

事園町野』、

について

館山市長、助授、収入役の給与及び旅費tζ 関

する条例の一部を改正する条例の制定につい

議案第 55号

て

館山市教育長の諸給与及び勤事条件等tζ 関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

館山市市税条例の一部を改正する条例の制定

議案第 56号

について

館山市"廃棄物の処理及び清掃に関する条例の

一部を改正する条例の制定について

館山市廃棄物処理施設の設量及び管理lζ関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

館山市国民健康保険条例の一部を改正する条

例の制定について

昭和 59年度館山市一般会計補正予算{第 2

議案第 57号

議案第 58号

議案第 59号

議案第 60号

号}

昭和 59年度館山市国民健康保険特別会計補

正予算{第 1号}

昭和 59年度館山市老人保健特別会計補正予

算{第 1号)

昭和 58年度館山市一般会計織入歳出決算の

-8-

議案第 61号

議案第 62号

議案第 63号

1号認定第

日程第 4



認定について

認定第 2号 昭和 58年度館山市国民健康保険特別会計歳

入歳出決算の認定について

認定第 3号 昭和 58年度館山市老人保健特別会計歳入歳

出決算の認定について

認定第 4号 昭和 58年度館山市と畜場特別会計歳入歳出

決算の認定について

認定第 5号 昭和 58年度館山市ユースホステル特別会計

歳入歳出決算の認定について

認定第 6号 昭和 58年度館山市学童災害共済事業特別会

計歳入歳出決算の認定について

認定第 7号 昭和 58年度館山市水道事業特別会計収支決

算の認定について

認定第 8号 昭和 58年度館山市国民宿舎事業特別会計収

支決算の認定について

開 会 z 午前 10時 o2分

。議長(石井 正君} 本日の出席議員数 27名、乙れより昭和 59年第

3回市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

議長の報告

。議長{石井 正君} 本定例会議案審議のため、地方自治法第 121条

! の規定による出席要求に対し、お手元に配付のとおり出席報告がありまし

たので、御了承願います。

なお、監査委員から 7月及び 8_ij実施の監査結果、市長からコミ a ニテ

ィ趨設建設費tζ係る継続事業費精算書が報告されております。それぞれお

手元lζ配付の印刷書により御了承顕います。

議案の配付

。議長(石井 正君} ただいま市長から議案並びに説明書の送付があり

ました。

-9 -



議案並びlと説明書を配付いたさせます。

配付漏れはありませんか。一-ft[!付漏れなしと認めます。

本日の議事はお手元lと配付の日程表lとより行います。

会議録署名議員の指名

。議長(石井正君) 日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。

1 0番議員横溝功君、 1 1番議員近藤好雄君、以上両君を指名いたし

ます。

会期の決定

0議長{石井 正君} 日程第 2、会期の決定を行います。

本定例会の会期につき議会運営協議会の意見は本 9月 13日から 9足2

6日までの 14日間という乙とであります。

お諮りいたします。会期を 14日間と定めます乙とに御異議ありません

か。

( r異議なし Jと呼ぶ者あり}

0議長(石井 正君} 御異議なしと認めます。よって会期は 9月 13日

から 9.s 2 6日までの 14日間と決定いたしました。

会議日程の決定

。議長{石井 正君) 日程第 3、会諮問程の決定を行います。

お諮りいたします。お手元lζ配付いたしました会議日程表は本定例会の

大体の日取りの予定でありますが、議会運営協議会の意見により作成いた

しました。

本定例会をおおむね乙の会議日程表はより運びますとともに、その聞議

案の追加または議事の都合等によりましてその都度乙れを改める乙とにし

て、大体乙のようにいたしたいと思います。乙れに御異議ありませんか。

( r異議なし Jと呼ぶ者あり)

。議長(石井 正君} 御異議なしと認めます。 よって会議日程は決定い

たしました。

-10-



議案の上程

。議長{石井 正君} 日程第 4、議案第 54号乃至議案第 63号及び認

定第 1号乃至認定第 8号を一括して議題とし、乙れより各議案の提案理由

の説明を求めます。

提案理由の説明

(市長半海良一君登壇)

。市長(半海良一君) 本日、乙乙 lと第 3回市議会定例会を招集いたし、

当面する諸案件について御審議をお願いする乙とといたしましたが、議員

の皆横方iζ は、御多忙のと乙ろ御出席をいただきありがとうございま

す。

今回、提案いたします案件は、条例案件 7件、補正予算 3件及び認定 8

件でございます。

以下、その概要について御説明申し上げます。

まず、議案第 54号非常勤の特別職の職員に係る報酬及び費用弁償lζ関

する条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、市議会議

員に関する現行の報顛額につきましでは、 51年 4月に改定して以来 2年

余りを経過しております。その後、諸物価の上昇、過去における報酬額改

定の経過、さらには県内各市との均衡等を考慮いたしまして、去る 7月 2

3自に館山市特別職報酬等審議会に諮問いたしましたと乙ろ、開審議会会

長より、 7月 21日付をもって改定の額及び改定の時期につきまして、い

ずれも適当と思われる旨の答申を得ましたので、乙の答申を尊重いたしま

J して、昭和 59年 10月 1日から報酬額を改定しようとするものでござい

ます。

次に、議案第 55号館山市長、助役、収入役の給与及び旅費lζ関する条

例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、現行の給料は、

5 1年 4月に改定されたもので、その後 2年余りを経過しております。そ

の問、一般職につきましては、本年 3月定例会におきまして給与の改定が

竃決され、 4月にさかのぼり実施されており、また、諸物価の上昇等もあ

りますので、特別職報酬等審議会に諮問いたしましたと乙ろ、適当である

旨の答申が得られましたので、乙の給制改定を昭和 59年 10月 1日から

-1 1 -
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実施しようとするものでございます。

次lζ 、議案第 56号館山市教育長の諸給与及び勤務条件等lζ関する条例

の一部を改正する条例の制定についてでございますが、教育長の給斜につ

きましでも、今回、収入役の給料と同額に改定しようとするものでござい

ます。

次lζ 、議案第 57号館山市市税条例の一部を改正する条例の制定につい、

てでございますが、去る 3月、地方税法等の一部を改正する法律案が国会

において可決、 3月 31日公布、昭和 60年 1月及び 4月から施行される

乙ととなりましたので、館山市市税条例も乙の法律改正に合わせて改正し

ようとするものでございます。改正の内容でございますが、個人市民税所

得割の最低税率と税率適用所得階層区分の刻み帽を改正するほか、地方税

法の改正に基づきまして、所要の改正をしようとするものでございます。

なお、詳細につきましては、説明資料により御了承賜りたいと脊じます。

次lζ 、議案第 58号館山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてでございますが、乙れはし尿以外の廃棄物処

理手数料の改正をお願いするものでございます。

今回改正をお願いする処理手数制のうち、犬、ね乙等の死体処理はっき

ましでは昭和 38年 4月に、その他の一般廃棄物のうち、自己嫌入処理に

つきましては昭和 46年 4月に、産業廃棄物の処理はっきましては昭和 4

7年 9月に、それぞれ改正して以来据え置かれてきたものでございます。

乙の度完成いたしました清掃センターの処理経費に見合った額を処理手数

軒の申で負担していただくという考えで、事業活動iζ伴い多量に排出され

る一般廃棄物はっきましては、人件費を除いた処理経費を、また、市が一

般廃棄物と併せて処理する木くず、紙〈ずの産業廃棄物はっきましては、

人件費を含んだ処理経費を算定の基礎とし、犬、ね乙等の死体処理はっき

ましては、他市の状況を参考にいたしまして、改めようとするものでござ

います。

乙れらの改正にあたりましては、慎重に検討をいたしました結果を館山

市清掃事業運営審議会に諮問いたしましたと乙ろ、いずれも適当と思われ

る旨の答申を得ましたので、し尿以外の一般廃棄物処理手数制はっきまし

3 0匂未満無事耳、 30 旬以上は、 30kg120円、 40kg以上は、

-1 2 -
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1 0 kg はっき 40円に、産業廃棄物処理手数制につきましては、 10 kg tl: 

っき 70円tζ 、犬、ね乙等の死体処理手数棋につきましては、一頭はっき

500円に改めるほか、一般廃棄物処理手数料徴収に係る確定金額の端数

計算はっきまして、乙の項の廃止をお願いし、本年 10月 1日から実施し

ようとするものでございます。

次lζ 、議案第 59号館山市廃棄物処理施設の設置及び管理lζ 関する条例

の一部を改正する条例の制定についてでございますが、乙の度、館山市清

掃センターが完成いたしましたので、廃棄物処理施設としまして、条例申

に新たに加え、適正な管理、運営を図ろうとするものでございます。

次lζ 、議案第 60号館山市国民健康保検条例の一部を改正する条例の制

定についてでございますが、去る 8月、健康保険法等の一部を改正する法

律案が国会において可決、同月 14日公布、昭和 59年 10月 1日から施

行される乙ととなりましたので、館山市国民健康保険条例も乙の法律改正

に併せて改正しようとするものでございます。

S 改正の内容でございますが、退職者医療制度が設けられた乙とに伴い、

1 

ぜ

u 
1 

J 

国民健壊保険加入者のうち、老人保健法の適用者を除き、被用者年金受給

者につきましては 8割給付に、その被扶養者につきましては外来 7割、入

院 8割給付記改めようとするものでございます。

次lと、議案第 61号昭和 59年度館山市一般会計補正予算(第 2号}で

ございますが、歳入歳出予算の補正といたしまして、歳入歳出それぞれ 1

億 33 6 4万 7000円を追加し、総額 97儲 3883万 80 0 0円とし

ようとするものでございます。

歳出のうち、主なものといたまして、総君臨貨では、コミュニティ助成事

業として館山、北条両地区への印廟設備の設置費で 205万 40 0 0円、

コミ a ニティセンター西側の未造成地の造成設計委託料で 488万円、老

人保護費負担金などの返還金で 124万 90 0 0円、乙れは昭和 58年度

に交付を受けた国庫負担金及び県補助金のうち、精算、確定に伴いそれぞ

れ返還するものでございます。また、昭和 58年度以前の税収入に係る還

付金及び還付加算金で 390万円。

民生費では、社会福祉援興基金助成金で 50万円、乙れは館山市社会福

祉協議会が、社会福祉事業の痕興と円滑な運営を行うため設置した館山市
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社会福祉振興基金に対し、基金づくりの醸成を図るため助成しようとする

ものでございます。

農林水産業費では、農業費におきまして、いちと栽培の省力化と連作障

害回避のための水耕栽培プラント購入に対する補助金で 10 2万 1000 

円、水産業費におきましては、水産振興事業として、外来漁船に対する給

水及び給油施設充実のため受水槽及び重油タンクを設置するための補助金

で 15 3 2万 8000円、また、漁港整備事業として伊戸漁港航路竣諜工

、

j
s
 

事請負費で 180万円。

商工費では、年次的に推進しております平砂浦地区における自然環境の

保全を図るための用地購入費として 503万 1000円。

土木費では、道路橋梁費におきまして、館山幼稚園lζ通じる市道 14 2 

号線の改良工事に伴う測量調査委託斜で 110万円、都市計画費におきま

しては、館山駅西口地区土地区画整理事業の一環といたしまして施行予定

区域及び周辺地域の地形、排水路等の現況を調査し、排水基本計画を策定

するための委託制で 255万円、八幡都市計画道路関係で用地購入面積の

変更により用地購入費 293万 8000円及び乙れに伴う地上物件補償費

で 332万 80 0 0円、また、県事業として整備が進められてきました館

山運動公園の野球場、テニスコート、多目的グランド等の完成tとより 11 

月から一部供用開始となるととに伴い、県と共同で開園式を実施するため

の委託制で 100万円。

教育費では、小学校費におきまして、教育環境及び施設の整備、充実を

図るため館野小学校用地の造成工事請負費として 11 0 0万円をそれぞれ

遺加計上いたしました。

以上、歳出の主なものについて御説明申し上げましたが、乙れらの財源

といたしまして、使用車専及び手数料、国県支出金等の特定財源で 1910 

万 10 0 0円、そのほかを繰越金等一般財源をもって充当しようとするも

のでございます。

次に、議案第 62号昭和 59年度館山市国民健康保検特別会計補正予算

(第 1号}でございますが、歳入歳出それぞれ 12 1 6万円を追加し、総

額 22健 5152万 8000円としようとするものでございます。乙れは、

本年 10月 1日より退略者医療制度が施行されるととに伴い、退職被保険
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者tζ係る療養給付費の増lとよる負担金 12 0 3万 50 0 0円及び退職被保

険対象者の把握に要する経費として、共同事業事事費拠出金で 10万円、

また、昭和 58年度以前の税収入に係る還付金及び還付加算金 62万 50 

o 0円の追加によるものでございます。

次lζ 、議案第 63号昭和 59年度館山市老人保健特別会計補正予算(第

1号)でございますが、前年度lζ 、支払基金、国及び県並びに一般会計か

らの交付金、負担金等により事業を実施し、本年度において昭和 58年度

分の医療費をそれぞれ精算する乙ととなりましたので、乙れに伴う医療費

県負担金返還金 61万円、審査支払手数料交付金返還金 23万 90 0 0円

の増額、また、一般会計繰出金では 488万円の減額、合計 391万 10 

o 0円の減額補正をしようとする也のでございます。

次lζ 、認定第 1号ないし第 8号の諸案件は、いずれも昭和 58年度館山

市一般会計ほか 7特別会計の歳入歳出決算の認定について、地方自治法等

の規定lと基づき、監査委員の意見を付して市議会の認定をお願いするもの

でございます。

昭和 58年度の我が園経済は、米国を申心とする世界最気の回復、原油

価格の低下による交易条件の改善、物価の安定等を背最とした園内民間需

要の韓大、輸出及び民開設備投資の増加等はよりまして、景気は緩やかで

はとぎいますが、着実な回復を示しました。また、政府は、公共事業の前

倒し執行等を決定するとともに、内需拡大による景気振興、市場の開故、

輸入促進等を柱とする総合経済対策を打ち出すなど、きめ細かな経済運営

lと努めてきたと乙ろでございます。乙の結果、昭和 58年度の経済成長率

は、実質で 3. 1 %となり当初兎通し及び前年度tζ比べわずかながら上昇

したものの依然として低い伸び率となっております。

固におきましては、経済の着実な発展と、国民生活の安定向上を図るた

め、行財政改革を強力に推進し、財政の対応力を回復する乙とを緊急かっ

重要な課題といたしまして、行財政の守備範囲及び受益と負担の見直し等

を厳しく行い、また、公平、適正な税制のあり方の検討、特例公債依存体

質からの脱却と公債依存度の引き下げに努めてきたと乙ろでございます。

一方、地方財政におきましでも、地方税、地方交付税等の一般財源が、

t 前年度当初見込額を下回る乙と等はより、乙れまで以上に徹底した節減、
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合理化による歳出規模の抑制民努めでもなお、引き続き巨額の財源不足を

生じる乙ととなりました。しかしながら、多撮化、高度化する住民の要請

を的確に受けとめ、地域特性を生かした個性豊かな魅力ある地域社会づく

りを推進する乙とが地方行政の課題となっている現状から、交付税特別会

計における借り入れや建設地方債の増発等の特例措置により財源の確保が

図られました。

乙のような厳しい環境の中で、本市の財政運営におきましては、従来lと

も増して行政の果たすべき担割に配意し、事務事業の見直し、行財政の簡

素化と経費の節減、合理化を推進、さらに、事業の必要性、緊急度、実施

の優先度を十分に検討し、節度ある財政運営を行うととは意を用いてまい

りました。予算の執行に当たりましては、前年度決算審査特別委員会及び

予算審査特別委員会より御指導及び要請をいただきました事項に十分留意

いたしまして、人間韓量、市民生活優先を基本理念lζ 、明るく豊かな香り

高い文化福祉都市実現のため、住みよい環境づくり、福祉社会づくり、教

育文化の環境づくり、産業の基盤づ〈りを主要路策といたしまして、億全

財政の堅持を図ちながら活力ある市勢の展開と住民福祉の向上に最善を尽

くしてまいりました。乙の結果、一般会計におきましでは、歳入総額 10 

7億 48 1 7万余円で、対前年度比 6億 47 5 7万余円の増、歳出総額で

は、 104懐 1152万余円で、対前年度比 7纏 6850万余円の増とな

り、実質収支におきまして、 S儲 34 5 0万余円の黒字決算となりました。

また、特別会計におきましては、その運営の合理化、適正化を図りなが

ら独立採算制の確保に努めました。

国民健康保険会計におきましては、前年度tζ 引き続き医療費の伸びが低

かった乙ととあわせ、国庫支出金のうち財政調整交付金の増によりまして

実質収支で 1儲 4409万余円の黒字決算となっております。

老人保健会計におきましては、昭和 58年 2月1日からの施行はより、

実質的には昭和 58年度をもって 1年間の事業実施となりましたが、医療

費の伸びが当初の見込みより低かったととなどによりまして 183万余円

の剰余金となりました。

水道企業会計におきましては、前年度に引き続き拡張事業計画を立てる

ため、神余地区において水源鏑査を実施するとともに、既設水道錨殻等の
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基本調査を行いました。また、中里より香取地区tζ至る閣の配水管の増設

工事を施工し、宮崎地区での夏季における水圧低下の解消に努めました。

乙のほか、南条、南町地区等の配水管布設替工事、長須賀、犬石地区等の

配水管増設工事を施工し、より安定した給水ができるよう施設の整備に努

めました。収益的収支につきましては、給水量の伸びに伴う給水収益の増

iとより、単年度収支 2122万余円の利益が計上されました。一方、資本

的収支はおきまして 52 2 8万余円の不足を生じ、過年度分損益勘定留保

資金をもって補てんする乙とといたしました。

国民宿舎企業会計におきましては、改築以来 4年目を迎え、宿泊及び休

憩利用料金の改定を行い経営の安定化を図るとともに、より一層の諸サー

ピスの向上lζ努めてまいりました。しかしながら、収益的収入につきまし

ては低調な経済情勢下という乙ともあり、前年度iζ民較して若干の改善は

みられたものの、単年度収支は 1313万余円の純損失となりました。

以上、昭和 58年度の決算について、その概要を申し上げましたが、個

々の施策につきましては決算に関する主要な施策の成果lζ関する報告及び

歳入歳出決算事項別明細書等iとより御了承賜りたいと存じます。

以上、各種案iζ対する提案理由について御貌明申し上げましたが、乙の

会期中追加議案といたしまして、館山市固定資産評価審査会委員の選任に

ついて並びに館山市教育委員会委員の任命について市議会の同意を得たく、

上程をお願いする予定でございます。

よろしく御審議のほどお願いいたします。ありがとうございました。

O議長(石井 正君) 以上で、提案理由の説明を終わります。

延 会午前 10時 26分

。議長{石井 正君) お積りいたします。

本日の会議は乙れにて延会いたしたいと思います。乙れに御異議ありま

せんか。

( r異議なし Jと呼ぶ者あち)

。議長{石井 正君) 御異議なしと認めます。よって本日は乙れにて延

会する乙とに決しました。

〉 なお、明 9月14-日から 16日まで諮寮調査のため休会、次会は 9月1
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7日午前 10時開会とし、その議事は通告による行政一般質問を行います。

乙の際、申し上げます。一般議案、補正予算についての質疑通告の締め

切りは 9月 17日正午まで、決算についての質疑通告締め切りは 9月 18 

日正午まででありますので、申し添えます。

1 

1 

1 

1 

。本日の会識に付した事件

会議録署名議員の指名

会期の決定

会議日程の決定

議案第 54号乃至議案第 63号、認定第 1号乃至認定第 8号
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